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私は双曲的曲線の数論幾何に関心を持っており，特に，遠アーベル幾何学，及び，その応

用の研究を行っている。現在までの研究状況は以下の通りである。
星裕一郎氏，望月新一氏によって構築された組み合わせ論的遠アーベル幾何学を用い

て（彼ら自身によって）双曲的曲線のモジュライスタック上の普遍曲線に対する幾何学版
Grothendieck予想が証明されていた。[1]では，プロファイル付Hurwitzスタック（点付き単
純被覆のモジュライ空間）を導入の後，この幾何学版Grothendieck予想のHurwitzスタック
(単純被覆のモジュライ空間)版を定式化し，組み合わせ論的遠アーベル幾何学を適用するこ
とで証明した。
絶対遠アーベル幾何学の文脈で，Belyiカスプ化と呼ばれる p進局所体上の（特別な種類

の）双曲的曲線の閉点に付随する分解群を復元する技術が，望月新一氏によって構築されて
いた。[2]では，この Belyiカスプ化のある種の組み合わせ論版（組み合わせ論的 Belyiカス
プ化）を三脚同期化の理論を用いて構築した。そして，古くから考察されている「射影直線
引く 3点の幾何的基本群への外 Galois作用から誘導される，有理数体の絶対 Galois群から
Grothendieck-Teichmüller群への単射は全単射か」という問題への応用: (a)Y. André氏に
よって定式化されたこの問題の p進局所版における対応する単射の自然な分裂の構成 ([2]), 及
び, (b)数論的な対象であるこの単射の像の共役類の, 純群論的/組み合わせ論的復元 ([8], 星
裕一郎氏, 望月新一氏との共同研究), を与えた。(a)の証明では組み合わせ論的遠アーベル幾
何学以外の非自明な結果として，E. Lepage氏によるMumford曲線に対する非特異点解消を
用いた。(a)の分裂が単射であれば, この問題の局所版は肯定的に成立することになる。この
単射性を導くため, 幾何的緩和基本群の剛性の理解をより深める必要を感じ, その方面の研究
も行っている ([7])。また非特異点解消に関しては, 望月新一氏との最近の共同研究 ([10])に
おいて, Mumford曲線に限らない一般の p進局所体上の双曲的曲線に対して成立することを
証明した。この論文では, E. Lepage氏とは異なる議論/整理の仕方で, この非特異点解消が絶
対版 p進Grothendieck予想を導くことも確認している。さらに, これまでの研究に現れてい
た様々な種類の p進版Grothendieck-Teichmüller群が実は全て一致しているという事実も証
明している。

[3]では，南出新氏と共同で，離散付値体の絶対Galois群の遠アーベル的群論的性質に関
する考察を行った。 遠アーベル幾何学で考察される副有限群の多くは, その非可換性の顕現
とも考えられる性質 (例えば, 中心自明性)を備えている。これらの性質を, 剰余標数正な一般
の完備離散付値体の絶対Galois群も備えていることを証明した。また, 最近の観察として, 種
数 0の双曲的曲線であれば, 剰余標数 pの一般のHensel離散付値体上で副 p版Grothendieck
予想, 及び, （閉点に付随する分解群を保つという仮定の下で)その絶対版が成立することを
確認している。論文は現在準備中である。将来的には, p進的な遠アーベル幾何学に関する多
くの結果は, (標数が正であることを除き)剰余体に制限のない設定で展開されるようになる
と期待している。

[4]や [9]では, 南出新氏や澤田晃一郎氏と遠アーベル幾何学に現れる様々な副有限群の内
在的非分解性 (及びその一般化)に関する共同研究を行った。内在的非分解性は「任意の非自
明な閉正規部分群の中心化群が自明」という性質と同値であり, 中心自明性や非分解性より
も強い遠アーベル的群論的性質である。これらの論文では, 遠アーベル幾何学に現れる様々な
副有限群が内在的非分解性を満たすことを確認した。現在, 内在的非分解性の応用として得
られるいくつかの遠アーベル幾何的な結果に関して論文準備中である。また非分解性関連の
研究として [6]では, 南出新氏が学位論文で提出していた「Grothendieck-Teichmüller群が強
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非分解性 (全ての開部分群が非分解であるという性質)を満たすか」という問題に対して, M.
Saidi氏と玉川安騎男氏による有限体上のGrothendieck予想型の結果, 及び almost surface群
に関する考察を組み合わせて, 肯定的解答を与えた。

[8]では, 数体の最大円分拡大（の任意の有限生成拡大）の部分体上の曲線に対する, 双有
理版（つまり, 関数体版）のGrothendieck予想型の結果を証明した。基本的に双有理版は双
曲的曲線版に比べると証明は易しくなる。その一方で, 円分指標の像が完全に消滅している
ような体上の任意の双曲的曲線に付随する対象に対して, (強い意味での）Grothendieck予想
型の結果が初めて得られたという意味では興味深い進展だと考えている。双曲的曲線そのも
のに対しても同様のことが成立するかどうか引き続き研究を進めたい。
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